
自然共生型アウトドアパーク フォレストアドベンチャー

森林資源を活用した
観光推進プラン

有限会社パシフィックネットワーク



自然共生型アウトドアパーク フォレストアドベンチャーとは？

森を森のまま活用できる。



全国25ヶ所（2018年は28ヶ所）で展開



マーケット拡大

25parks 380,000名/年

2006 １park 1,453名/年

2017



安全実績

０件
昨日までのところ

175万名累計利用者数

重大事故



事例 フォレストアドベンチャー・フジ（山梨県鳴沢村）

事業主体 ：勝山耕地整理組合
土地所有者：山梨県（国立公園普通地域）
施設運営社：NPO（現在は株式会社FA）

• フォレストアドベンチャーの第一号施設
• 新しい技術、運営を試す実験場
• 森業山業創出支援事業採択（H17、18）
• 2017年動員数 25,000名



事例 フォレストアドベンチャー・よこはま（神奈川県横浜市）

• 第33回全国都市緑化よこはまフェアに期間限定で開設。
• 開催期間 2017/3/25~6/4（72日間）。
• 初めての期間限定施設、使用樹木を痛めない工夫。



谷、河、湖などを超えるジップラインはヴィジュアルでのアピール度高い



長野市飯綱高原キャンプ場



ジップスライド

熊本県美里町 ダム湖を超える510mのジップライン



実績

市町村主体の導入実績
山梨県小菅村、茨城県つくば市、長野県松川町、熊本県美里
町、群馬県上野村、長野県長野市

公有地での導入実績（上記以外）
山梨県鳴沢村、埼玉県秩父市、福岡県糸島市、鹿児島県曽於
市、広島県廿日市市、徳島県三好市

土地の区分別設置実績
国立公園、都市公園、県営公園、市町村有林、私有林、保安
林区域、一級河川、ダム湖



特徴

1. 自然木に設置するため、大規模な開発が不要。環境
負荷が少ない。規制が少ない。

2. 高い収益性を持つビジネスモデル。低投資、高客単
価、高利益率を実現。

3. 山間部でも観光客を誘導でき、雇用が生まれ、地域
振興に貢献できる。

4. 森の価値を再認識でき、整備の財源が生まれ、森林
再生の手段となる。



フォレストアドベンチャーの競争力

• 運営経験の蓄積と改善。
• 仏アルタス社とのパートナーシップ。
• 進化する施設。

ここでしかできない体験



目指すところ

森林再生、地域振興に寄与できる「成功する」
アウトドア事業のビジネスモデルの創出。

フォレストアドベンチャーの次の事業として
MTB（マウンテンバイク）トレイルを活用した
ツーリズムビジネスを推進予定。



Hikers with 2 wheels
“二輪に乗ったハイカー”
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